
統合分野 看 3-11 

科目名：看護技術の統合 必 
1 単位 

（45 時間） 

（ Integration of Nursing skill ） 

履修年次/時期：3 年次 通年 授業形態： 講義・演習 

担当教員：棚橋泰之 眞田英子 吉越洋枝 渡邉好江 小浦さい子 博多祐子 石川智子 北村容子 五百部恵子 足立和也 

（全員実務経験有） 

学修目的 臨地での看護実践力につながるよう、基本的な看護援助技術を中心としたシミュレーション学習を通して、医療安全、

医療倫理、コミュニケーション能力など看護実践力に必要な知識と技術を再確認し、卒後看護実践の場で必要とされる

実践力の基盤づくりを行う。 

CP3,5,6 に関連する。 科目 No. KNz-402 

この科目

が目的と

している

DP 

１．医療専門職としての

倫理観を有する。 

（１）生命の尊厳を基盤とし、医療における倫理観を有する。 〇 

（２）医療専門職として礼節を重んじ品格を備える。 〇 

２．医療専門職として健

康問題の発見と課題に取

り組む能力を有する。 

（１）教養と考える力を身につけ、主体的に課題解決に取り組む能力を有する。 〇 

（２）専門的知識や技術を修得し、人びとの健康に寄与できる能力を有する。 〇

（３）社会の動向に関心をもち、学び続ける力を有する。 〇

３．健康支援を通し、全身

の健康を守る看護実践能

力を有する。 

（１）多様な価値観を持った人びとを理解し、人間関係を築く能力を有する。 ◎

（２）優しさに溢れる看護専門職として地域社会に貢献する能力を有する。 〇

（３）看護専門職としての役割と責任を自覚し、多職種と協働できる能力を有する。 〇

◎： この講義・演習・実習と最も関連がある DP

○： この講義・演習・実習と関連がある DP

到達目標 1．統合的な知識と技術を活用し 、事例についての看護過程が展開できる。

2．統合的な知識と技術を活用し、基本的な援助技術が実践できる。 

3． シミュレーション学習を通して、対象に必要な看護援助技術を実践できる。 

4． シミュレーション学習を通して、医療安全、医療倫理、コミュニケーション能力など看護実践に必要な知識と技術

を再確認できる。 

5． 授業全体を通して、卒後での看護実践の基盤づくりができる。 

授業概要 既習の援助技術を使って、要介護状況にある対象者の疾病予防、健康維持・増進の視点から摂食、嚥下に関する口腔ケ

ア・リハビリテーションの必要性がわかり、看護を実践できる能力を養う。これまで学習してきた技術を複数の課題を

もつ患者に、複合して技術提供することをシミュレーションし、安全安楽を考え、演習を通して学ぶ。実習において体

験できなかった技術や、卒業後を見越した診療の補助技術について実際を想定した技術のまとめを行う。 

評価方法 看護過程の展開 60％ 成果の確認  40％ 

評価に対するフィードバックは掲示で行う。 

予習・ 

復習時間 

【予習】0.5h 

【復習】0.5h 

教科書 各看護学領域で使用する教科書 

参考書 授業の中で紹介する。 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ

連絡先 

授業後にアポイントメントをとってください。 

棚橋泰之 tanahashi@kdu.ac.jp 



統合分野 看 3-11 

実施回 授業計画 予習・復習・キーワード 担当 

1（ / ） 科目ガイダンス 

② 授業の概要、学習方法について理解できる。

②事例について対象理解を深めるために必要な内容を抽

出できる。 

＊使用する記録用紙： 

成人看護学演習で使用した記録用紙、病態に焦点をあてた

関連図、援助計画 

[予習] 既習の学習を想起して対象理

解、援助計画について復習する。 

[復習]事例の理解に必要な内容の学習

を行う。様式 2、様式 9 を次回の授業

までに仕上げる。 

[キーワード]シミュレーション学習、事

例の理解 

講義 

〇棚橋 

2（ / ） 老年期の看護援助方法の実践－確認テストと対象理解 

①シミュレーション学習の前提となる病態の理解ができ

る。 

②事例の身体的状況を踏まえ、必要な援助計画が立案でき

る。 

③シミュレーション学習のイメージ化ができる。

＊学習成果の確認 

[予習]事例を理解するための学習をし、

様式２、様式 9 を仕上げてくる 

[復習]事例の理解をするための学習の

不足があれば、追加する。授業を踏まえ

て援助計画を追加・修正する。 

タスクトレーニングに積極的に取り組

む。 

[キーワード]病態理解、フィジカルアセ

スメント

講義 

〇棚橋 

3～6 

A 班（ / ） 

1～4 限 

B班（ / ） 

1～4 限 

老年期の看護援助方法の実践－シミュレーションの実施 

①事例について立案した援助計画に基づきフィジカルア

セスメントができる。

＊3日目の情報を提示する 

[予習]事例についての援助計画を仕上

げ、タスクトレーニング、フィジカルア

セスメントを実践するための準備をし

て授業に臨む。 

[復習]授業の内容を振り返り、援助計画

の追加・修正を行う。必要なタスクトレ

ーニングを行う。 

[キーワード]シミュレーション

シミュレ

ーション

演習 

〇棚橋 

眞田 

吉越 

渡邉 

小浦 

北村 

五百部 

足立 

石井（玲） 

7（ / ） シミュレーションの振り返り グループワーク・発表会

①これまでの学習を通して、学べたことについての振り返

りができる。 

②次回のシミュレーションに向けての課題を明確にでき

る。 

＊シミュレーション実施後の振り返り、グループワーク、

全体発表 

[予習]シミュレーションの経験を通し

て学んだことを整理しておく。 

[復習]授業を通して考えたことを次の

シミュレーションで活用できるように

しておく。 

[キーワード]振り返り

グループ

ワーク

〇棚橋 



8（ / ） 老年期の看護援助方法の実践－事例の援助計画 

①変化した事例の病態を理解できる。

②事例の身体的状況を踏まえ、必要な援助計画が立案でき

る 

＊学習成果の確認 

[予習]事例の 3 日目の情報を読み、様

式２、様式 9 を仕上げて授業に臨む。 

[復習]事例の理解に必要な内容の学習

を行う。様式 2、様式 9 を次回の授業

までに修正する。 

[キーワード]状態が変化した事例の理

解、フィジカルアセスメント 

講義 

〇棚橋 

9～１２ 

A 班（ / ） 

1～4 限 

B班（ / ） 

1～4 限 

老年期の看護援助方法の実践－シミュレーションの実施 

①シミュレーション実施の準備ができる。

②事例について、援助計画に基づき実践ができる。

＊B氏の情報を渡す。 

[予習]事例の援助計画の確認をする。援

助方法について予習しておく。 

[復習]授業の内容を振り返り、援助計画

の追加・修正をする。 

[キーワード]シミュレーション

シミュレ

ーション

演習 

〇眞田 

渡邉 

吉越 

小浦 

博多 

石川（智）

北村 

五百部 

足立 

石井（玲） 

13・14 

（ / ） 

A 班：1・2 限 

B班：3・4 限 

複数患者の看護援助－シミュレーションの実施 

①複数患者の優先順位を考え援助計画を立案することが

できる。 

②複数患者への援助実施ができる。

＊レポート：「学習成果と今後の課題」 

レポート書式：PC可、A４版、標準設定、10.5P、

明朝体、表紙付き 

レポートは 15 回目の授業までに仕上げて授業に臨む。 

[予習]複数患者の援助計画を立案して

くる。 

[復習]授業の内容を振り返り、不足して

いることの学習をする。援助計画を修正

する。 

シミュレーションの学習成果と今後の

課題についてレポートを仕上げる。 

[キーワード]複数患者のシミュレーシ

ョン 

シミュレ

ーション

演習 

〇棚橋 

眞田 

渡邉 

吉越 

小浦 

博多 

石川（智）

北村 

五百部 

足立 

石井（玲） 

15（ / ） まとめ 

①授業の全体を振り返り学習成果と今後の課題がわかる。 

＊学習成果の確認 

ファイル提出  月 日  時まで 

提出先 共同研究室前 BOX 

[予習]今までの学習成果の振り返りを

して授業に臨む。 

[復習]今後の課題についてどのように

取り組むか、学習計画を立てる。ファイ

ルの整理を行っておく。

[キーワード]学習成果、今後の課題

グループ

ワーク

〇棚橋 




